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中山間地域における中・小型機械体系2セット装備型稲作生産組織
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Agricultural Machine Utilization System to Maintain Rice Production at the Rice Terrace in 
the Less Favored Area 
Tsuneo KOBAYASHI 
Marine and Highland Bioscience Center， Saga Univ巴rsity
152田1Shonan-cho， Karatsu， Saga 847-0021， Japan 
嬰約
本稿は，急傾斜地水悶(棚田)を含む中山間地域の農地の保全・維持システムとはどういうものか，
という本号前稿の問題提起に答えたものである。すなわち，中山間地域は複雑多様であるが，小型機株
しか入らない急傾斜地水田(棚田)も少なからず、存在するが，中型機械が入る比較的良好な初j田も存在
する場合が一一般的である。そこで，前者に対応するための小型機械体系のセットと，後者に対応するた
めの中型機械体系セットの一両者を組み合わせた機械共同利用組織を結成すれば，急傾斜地水田(棚田)
の保全・維持も可能となり，地域全体の農地保全に資することができると考える。本稿は 2つの事例
分析から，以上のような地域営農システムを析出し，またそのような稲作生産組織のあり方こそ，中山
開地域型の稲作生産組織のあり方として位置づけられることを提言したものである。
Summary 
This report is the answer to the question ofmy former report in this Center Report. The answer 
is as follows. 
The condition ofthe farmland at the less favored area is very complicated and diverse. Therefore 
there are comparative favored farmlands in those farmers can utilize mediumωsized agr匂ulturalma-
chine. But there are not a few less favored farmlands in those farmers can't utilize that type of ma-
chine. In those less favored farmlands farmers have to utilize small-sized machine. 80， itis suitable 
that farmers have medium-sized machine and small-sized machine together and they utilize the 
first in the comparative favored farmlands and they utilize the latter in the less favored farmlands 
as a group farming system. As the result， not a few rice farming can be continued. 80 1 think this sys-
tem is the good agricultural machine utilization system to maintain rice production in less favored 
area. 
1.本稿の課題
前稿において優良生産組織においても中山間地
域の条件不利農地の維持保全は容易で、ないことが
判明した。そして，そこには中山間地域の地形や
農業経営の性格などの多様な要因が関わっている
ことが分かつた。したがって，朝日田維持のために
は，それぞ、れの地域での多様な諸条件を考慮した
多様な取り組みが求められることとなる。そして，
槻田の維持保全を目指して，小規模基盤整
備事業や棚田オーナー制などが取り組まれている
(註 1)。また一方で，棚田を「山戻すJ方向も
検討されている(註2)。たしかに，私経済的に
は非効率・悪条件かっ担い手不足のため棚田の農
地としての利用を放棄して f山に戻す」方向も選
択肢としてやむなしと考えるが，食糧生産・環境
保全の観点からは，可能な限り農地としての利用
方向をめざすのが地域社会や国民経済における基
本的なあり方と考える。そして，その方向での取
20 中山間地域における中・小型機械体系2セット装備型稲作生産組織による急傾斜地水田(棚田)稲作の維持継続システム
り組みを支援する一方策として， 2000年度から中
山間地域等宜接支払制度が開始された。しかし，
重要なことは，車接支払を受けて実質的に槻出保
全を担う主体の存在如何である。このような「受
け盟Jとしての担い手が存在しない限り，直接支
払が実質的な効果を発揮することは困難である。
もちろん，直張支払の「受けJlTI.Jのあり方は，そ
れぞれの地域条件等に規定されて多様であること
はいうまでもない。
ところで，このような f受け血Jの有力なもの
として稲作生産組織が考えられる。しかし，中山
間地域の稲作生産組織でも，基盤整備された比較
的平坦な水田のほうを維持保全するのは容易で、あ
るが，劣悪条件の急傾斜地水田(棚田)は耕作放
棄の危機から免れていない場合が少なくないこと
は，本号前稿で示したとおりである。
そこで本稿は，条件不利な棚田を擁する中山間
地域において，棚田を含めて地域の水回全体を維
持継続させていっている生産組織の事例，および
全面櫛田地帯で生産組織を含め多様なあり方で棚
田維持に取り組んでいる事例を取り上げ，棚田稲
作の維持継続を可能とさせる仕組みのあり方を探
ることを課題とする。
2.玄海町D集落の事例
(1) 玄海町O集落の位置と概況
玄海町は佐賀県北西部の東松浦半島のそのまた
西部に位置する。東松浦半島は多くの小高い丘陵
地から成るため，田・畑・傾斜樹菌地混在地区が
多い。そのような中で， D集落も，図 1のよう
に，小河川流域には比較的平坦な水田約20haが
形成されているが，丘陵地上には畑4haとみか
ん国6haが存在し，また谷監部の傾斜地に棚田
3haと農家集落があり 中山間地域特有の田・
畑・樹園地混在地区をなす。
玄海町には原子力発電所が立地し，また口集
落は町の市街地に欝接し，また集落内に中規模及
び小規模の2つの建設会社が立地していることも
要因となって，表2に示すように，D集落の農家
住民・刻l凶3ha ミカン限16ha合Jth:tl14ha
附街仙ん相!約20h (京)
小河}I
図 1 D地区の地形と地関構成
には，建設会社員，町役場・農協職員が比較的多
く，農業的色彩の濃い東松浦半島(註3)の中で
は， D集落は兼業化がより深化した地匿といえ
る。しかし同時に，専業的農家も 7戸と集落総農
家の4分の lを占め，農民層の二極分化が進んで
いる。そして，ここでは後者の専業的農家群の形
成に注目したい。その理由は，専業的農家群の存
在が，本節で取り上げる稲作生産組織の設立およ
び運営の主要な担い手の条件となっているからで
ある。
(針 。地区機械共再利用組合設立の契機・嬰悶
D地毘機械共同利用組合(以下D組合と略称)
が結成された契機は， D地i玄の王子坦水田12ha分
を対象にした県営闘場整備事業の実施であった。
この事業は1996年春に完工したが，何年産稲作へ
の効果を見ながら D組合の構想が具体的に検討
され， 1年後の97年春にD組合が結成され， 97 
年春作業から集団的営農が開始された。
その地， D組合結成に関わる要因としては，
組合の結成と運営を主に担う上述の専業農家群の
多くにおいて稲作機械の吏新時期が到来していた
ことや，当時の農家実行組合長でD組合の初代
組合長となったD氏(表 1，表2を参照)のリー
ダーショップも大きかった。
(3) D組合の構成と活動内容
① D組合の形態的特徴
一集落の大半の農家が参加する集落営農型営農
集団
表 1のように， D集落には農家が27戸存在す
るが，そのうち D組合参加農家は20戸であり，
阻2のように， D組合は集落農家の稲作総面横
17ha中12ha(70%)をカバーしている。たしか
に全員加盟の組織には至っていないが，集落農家
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の大半が参加する集落営農型の生産組織だと見る
ことができる。 D組合への非参加農家7戸は，
機械吏新時期のタイムラグや機械賃借利用などを
非参加の主な理由としているが，機械吏新時期に
は参加意向をもっ農家もいる。
② D組合の活動内容の特徴
a. 田植機・コンパイン共同利用，オベレー
タ一方式
D組合は，表3のように，田植えと稲刈りを
9名のオベレーターが作業受託することを主要な
内容とし，また育苗は参加農家各戸がD組合の
播種機・青苗施設を持ち回り利用している。一方，
耕起と管理作業全般は各戸の責任でそれぞれ個別
的に行われている。
b.中・小型機械体系2セット装備
D組合は，中型機械体系(乗用型6条田植機
グレンタンク付4条コンパイン)と小型機械体
系(歩行型4条田植機 グレンタンクなし2条コ
ンパイン)をそれぞれlセットずつ計2セットを
装備し，中型セットを主に平坦部水田で、，小型セッ
トを主に傾斜地の棚田で使用する仕組みとなって
いる。この点が本稿での重要なポイントとなる。
c. オペレータ一作業における経営形態別農
家間分担
表3のように，オベレータ一作業は D組合構
成員のなかの二大専業農家群であるハウスミカン
農家2戸とイチゴ専業農家3戸によって主に担わ
れているわけだが，その分祖関係が特徴的である。
すなわち，田植えは， 5月連休前後に行われるが，
イチゴの収穫時期と重なるため，その時期は比較
的余裕があるハウスミカン農家が主に担い，他方
で，稲刈りはハウスミカンの収護持期と重なるた
表3 D組合のオベレーターの出約状況 (2000年)
(単位:I埼!尚)
皇室 i年齢! 鯨の性格
ロい 1
旧泌え | 稲刈り
討 |うち i汁 |うち
l王子日! 日 i平日
え〉
?
??
4 4 // 
H:D組合作業l限より。四捻五人数値。
め，その時期は比較的余裕のあるイチゴ農家が主
に担うというように， D組合の闇植えと稲刈り
のこ大オベレータ一作業が二大専業農家群間でう
まく分担されているからである。
この点は重要な点と考えるので若干敷桁してお
きたい。すなわち，オペレーターを主に専業農家
が担う多くの生産組織においてオベレーター出役
と自家農業との労働競合が問題になることが少な
くない。そこで，それに対町、するため，たとえば，
本号前稿のA組合や浜玉町の浜玉地区農業機械
組合や唐津市半田営農組合などでは，できるだけ
多くのオベレーターを抱えることによって，オベ
レーター l人当たりのオベレーター出役負担を軽
減する方法をとっている。その背景には，オベレ
ター農家の経営類型が浜玉地区農業機械組合では
ハウスミカン， B作業班では梨・ブドウというよ
うに比較的類似しているために，オベレーター出
約と自家労働とが競合する時擦がほとんどのオベ
レーターにおいて問ーとなり，それが大変シビア
となるため，その時期を一気に乗り切る必要性が
求められているという事清がある。 D組合でも，
オベレーター出役負担を軽減する方法として， 1 
つには農外就業兼業農家メンバーにもオベレー
ター出役の一部協力を得ながら，オベレーター人
数を可能な限り多く保つ努力をしているという点
がうかがえる。まず，この点の確認が重要である。
つまり，オベレーターは専業農家5戸だけでは基
本的に足りないということである。そして 2つめ
に，上記のようなハウスミカンとイチゴの作期の
違いをうまく利用しているということである。も
ちろん，後者には偶然的要因がなくはないが，基
本は前者であり，前者の努力をカバー・補完する
ものとして後者があるのであり，後者は単なる偶
然ではないと考えるべきである。
d.オベレーター賃金・利用料金
オベレーター賃金を一律待問給1，250円，作業
委託利用i'-'I.金も一律10a当たり4，300円としてい
ることも N組合の特徴である。そして，これら
の点が棚田での稲作の維持継続の保証となってい
るが，この点は項を改めて後述したい。
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(4) D組合の機能・役割
① 誼接的機能一小型機械体系セットによる擁
田稲作の維持継続一
上述のように，オベレーター賃金と作業委託利
用料金が，概田と平坦部水田の開において，また
同様に中型機械を鎚おうと小型機械を使おうと両
者関においても，差がなく設定されており，条件
の悪い棚田での稲作も平坦地での稲作と平等に扱
われるために，耕起や管理作業全殻が可能ならば
棚田での手話f乍を，心おきなくf莞けることカ宝できるイ士
組みとなっているのである。いわば，基本的には
平担地水田と再等の資格で，棚田での稲作が行え
るということである。これが棚田での稲作を維持
継続する 1つの保証となり，棚田での稲作が維持
表4 D集落の農家・農業の変容
1960 
専業(男子生産年齢人口のいる専業) 11 
丘"、2と3 行~会、・ 毛主 第 I稜兼業 24 
第H穏兼業 4 
総戸数(非農家数)
水防 2，594 
経営耕地問干1~! :JI 1. 775 
私jlJi!l地 337 
保有山林商務 2，396 
作物種類別 稲 2，395 
収穫面積 野菜類 335 
農家数
施設図芸
関税
22産物販売額 稲{乍
第 l f立の 果樹類
部門別農家数 施設図芸
単
稲イノF
農業経営組織別 来初類
E毛 d完 書士 施設図芸
複合経営(うち準単一複合)
0.5ha未満 5 
町四時刊明日時間_-_------ーーー一ーーーーーーーーーーーーー ーーー一一品目出由目白
経営耕地規模5J1j O. 5~ 1. 0ha 7 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーー-----
i支 家 数 1. 0~2.0ha 24 
2.0ha 以上(うち3ha以上) 3( 
借入耕地のある
農家数(うち水悶)
面積(うち7j(EE)
耕作放棄地のある
農家数
間務(以前が隠)
将1:転機-トフクター 計I
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一ー・ーー一一一一----梅田叫 拘争時間四明時四---ーー一
稲作機械所有台数
回植機
(個人+共有)
ノfインダー
ーーー一一ーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーー一一一』時古品
自脱型コンパイン
一一一世時一司由同世時一世由時時昨日日目叩+時四叩日時四_---
乾燥機
米乾燥調製作業を!問
請け負わせた 面積
農業専従者がhる良家数
継続されている。
② 間接的機能一イチゴ・ハウスミカンの経営
規模拡大一
上述のように， D紐合のオベレーター出役が
二大専業農家群であるイチゴ農家とハウスミカン
農家の聞で合理的に分担されているため，各農家
は1又干蔓期の'忙しいときにオベレータ出f支から
程度免れる結果，主幹部門の規模拡大ができる状
況が生まれ，少なからずのメンバーが規模を拡大
し，あるいは拡大意向を示している。それは表2
に示したが， A農家はイチゴの規模拡大を考えて
おり， B農家はすでに今年からそうすると答え，
またD農家は年間雇用を条件としてだ、がハウス
ミカンの拡大をめざしている。
いif立:戸， a，台，人)
1970 1980 1990 1995 2001 
10 5( 5) 5( 5) 4( 4) 
19 14 5 8 
7 18 19 16 
46( 10) 46( 9) 51( 22) 
2，270 2，338 2，138 2，056 2，032 
930 464 668 449 492 
910 1，599 773 682 336 
1， 800 1，800 2，500 1，400 1，438 
2，370 1，869 1，715 796 1，374 
270 86 113 18 
10 9 9 9 
123 202 286 376 
27 17 19 10 
2 7 6 
7 9 3 
11 15 9 
l 6 
4 3 
冊目日『凹------ーーーー ーーーーー一一一四一品目時貯時四 『一ーーーーーーーーーー一一 d 四日-----ーーーーーーーー 司品同古田時由』一一一一ーーー一
20( 14) 9( 9) 1 ( 1)
4 9 4 4 
同 日時四昨+明刊甲山『ーーーー ーーーーーーーーーー一目出品目叫 叩時四一ーーーーーーーーーーー 叶由剖時押平---ーーーーーー
10 7 7 7 
昨日間『ーーーーーーーーーーー ー一一由一一目由日時四四四回-- ーーーーーーーーー一一世世曲目 即時四ーー
20 18 15 12 
ーーーーーー一市佐市昨日
2( 2) 3( 2) 3( 1) 4( -) 
3( 2) 10( 8) 4( 4) 6( 4) 
50( 30) 209 (179) 93( 93) 187(149) 
6 3 
160 78( 2) 
計-31 6・32 36・11 17・18
一品目日時仲間日--ー一一ーーー ーーーーーーー由自由時世叩叩戸 ーーーーーーーー----由日間 ーーー『ー一ー---日『四---
17 18 
一一四回一同時+刊明叫甲山ーーー ーーーーーーーーーー一一一回一時 品目叩--ーーーーーーーーーー ーー司由日時時--ーーーーーー
22 12 6 
』司由自曲時刊冊目凹『ー一ーーー ーーーーー四回目曲目曲目時 --ーーーーーーーザ曲目 四日--一一一_---目----
8 19 17 
ーーーー時』時昨日目 平四一ーーーーーーーーーー一ーー 一』同時間同時四時ーーーーーー ーーー吋由同日冊目甲ーーー
1 26 24 22 
25 5 
1，355 190 
30 27 14 10 
資料:1960年は n960年世界j災林業センサスi古来報告 (2J J;~家調資条務総(佐賀l尽)， 2001年{立主~1喜 52家悉皆調査結巣，ぞれ以外[土民業
センサス条洛カード， 12業集務別一覧表よ !J0 
註 : -1土事実のないもの，空十閣は攻殴なしか不明のもの。
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こうして， D集落ではイチゴ・ハウスミカン
の施設型農家がリードして D組合を結成・運営
し，その結果このような施設型経営の規模拡大や
充実化を図ってきているのである。
表4にD集落の農家と農業の変容・推移をま
とめてみたが，以上のような D組合の成果をう
かがうことができょう。すなわち， 1995年には
1，000ha未満に減少した稲作面積が2001年には
1，400haレベルまで回寵している点に， D組合に
よる棚田をも含めた地域の稲作の維持継続の成果
が確認される。また 9戸の施設農家の施設面護の
拡大も確認される。
(5) D組合と中山間地域等誼接支払の関係
D集落では2000年度から中山間地域等接支
払のための集落協定が締結された。 1品定面積は
289aであり D集落の槻田のほとんどに相当する。
しかし，この補助金は D組合の活動に対しては
支払われていない。それは，思 3のように D組
合参加農家と直接支払を受ける集落協定参加農家
との聞にズレが存在することや， D組合の主要
な対象水田が平坦水田で、あることなどを理由とし
ている。
しかし， D組合は D集落の棚田保全の担い手
にほかならず， D組合こそ直接支払いの 1つの
存力な対象と考える。したがって，そのような方
向に向けて，集落農家の長期的で地道な合意形成
が求められていると考える。
?? ??? ?
?????? ?? …?↑
??
??
?
D 守l
利i
メ入一一一一一一一一一一-
Zコ
非参加l
図3 D集落のひ組合および集落協定への参加・
非参加の関係 (2000年度)
3省西有田町 N集落の事例
(1) 本節の検討課題
前節では中山間地域において棚田を含むD地
区の水田全体の稲作を維持継続される仕組み(メ
カニズ、ム)をもっ稲作生産組織の事例を取り上げ
た。しかし，この生産組織は2000年度から開始さ
れた中山間地域等産接支払からの援助は受けてい
ない。しかし，本来は地域の棚田の稲作の維持継
続に貢献しているこのような担い手組織こそ藍接
支払の対象となるべき組織だと考えるが，自下の
ところは諸事清によりそこまでには至っていない。
そこで，本節では，前節の D組合と類似の組
合であるが直接支払からの支援を受けている生産
組織の事例を寂り上げ，車接支払を受けるに至っ
た要因分析を行ってみたい。
(2) 西有田町N集落の概況
西有田町は佐賀県西端，長崎県境の昨で，伊万
里湾に注ぐ有田川の浸食作用によってできたU
字型の地形をなす。 N集落はその谷斜面に位
し，住岩や農地は全て急斜面に形成され，水田も
全て棚田となっている。集落内の水面は約30ha
あるが枚数は600枚を超えるといわれる。 l枚平
:l!J 5 aというj央さである。
まず表5から N集落の農家・農業の特徴とし
て，第 1に，兼業深化，とくに第H種兼業農家割
合が6割弱と高い。これは表7からも分かるよう
に，有田:境や建設業関係への就業の多さからきて
いる。第2に，農産物販売金額l位が稲作である
農家および稲作単一の農家が7割強を占めている。
要するに， N集落の農家は稲作のみの兼業農家
が臣倒的多数を占めているのである。第3に， し
かし，施設閤芸と畜産を営む5戸の専業的経営も
存在していることに注目する必要がある。それは，
前節と同様，これらの少数の専業的農家が本節で
取り上げる N組合の設立・運営，さらには多様
な形で地域の棚田保全の取り組みをリードしてい
るからである。
(3) N機械利用組合結成の契機と要因
西有田町では谷底部の平塩水田地区での基盤整
舗事業の実施を契機に，農業機械への過剰投資を
避ける目的で， 1986年以降，農協主導によって集
落単位の稲作生産組織が継起的に結成され， 99年
現在，可内22集落中14集落に開組織が存在する。
そして，このような動向の一環として， N集落
にも95年秋に N機械利用組合(以下N組合と略
称)が結成された。
(4) N組合の特徴
N組合は，これまでの組織と同様，集落を単
26 中山間地域における中・小型機械体系2セット装備型稲作生ilE組織による急傾斜地水回(郷密)稲作の維持継続システム
表5 N集落の農家・農業の変容 (単位:戸， a，会，人)
1960 1970 1980 1990 1995 1999 
専業(男子生産年釣人口のいる専業) 16 l 7( 6) 3( 3) 3( 2) 
F3s2〈1 ~ ヲ毛主 数 第I種兼業 23 33 13 4 10 
第豆穏兼業 l 6 17 29 19 
総戸数(非農家数) 40( -) 39( 2) 45( 9) 
水田 3，521 3，110 3，189 2，999 3，009 2，729 
経営耕地関干1!i 知i 906 160 119 174 265 292 
樹関i也 157 1，840 1，057 216 90 73 
保有山材開積 2，462 2，600 2，500 3，000 2，500 
稲 3，309 3，110 2，596 2，454 2，667 2，101 
イノド物穏類5J1j 野菜類 373 20 41 58 62 
収穫面積 ;{~き . 20 13 50 75 
飼料用作物 15 120 120 150 120 
淡家数 3 2 4 5 
施設IhlJ 芸
i磁石!t 33 5 54 89 
稲作 33 26 24 22 
Jl! g長物奴売額 施設医i裟 l 3 
々よ~ l 位の 内用LIニ . 3 2 2 
部門別12家数 割以 4 3 2 
養鶏 2 3 3 2 
稲作 16 22 21 
当主 施設図芸 3 
jfi業経営組織別 !均用LI二 2 I 2 
12z2〈3 ヲム毛主 数 養日本 3 3 2 
主主鶏 l 3 2 
一一一一 ーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーー一-----四円四 一一一一一一一一一白一一時叫時
複合経営(うち準単一複合) 14( 10) 5( 4) 1 ( 1) 
0.5ha未満 l 3 3 4 5 
経営羽l虫色規模別 0.5-1. Oha 14 13 15 19 1 
22 家 数 1.0-2.0ha 24 18 16 12 12 
2.0ha以上(うち3ha以上) 1( -) 6( 1) 3( 1) 1( )ー 3( )ー
借入水田のある itE家数 6 11 4 12 14 
面積 131 381 126 512 460 
耕作放棄地のある
農家数 10 8 12 
面積(以前が回) 226(…) 277(117) 277(143) 
将j.*云機・トラクター 言I-l 言1-37 30・16 19・28 10・33 13・26
問中臨機 32 31 22 19 
稲作機械所有台数 ノfインダー l 29 24 16 15 (個人+共有)
自脱却コンパイン 5 19 19 1 
乾燥機 20 11 9 9 
農業専従者がいるi良家数 37 22 12 12 
資料:1960ijoはn960年I!t界22林業センサス給来報;長 (2) J;~~主総査集洛編(佐賀県)， 1999i下は集洛j:t家悉皆調査結果，ぞれ以外はJ;~~誌
センサス集落カー ド， 23梁集落lJI一覧表より。
註 :ー は事災のないもの， fR欄または は摂日なしか不明のもの。
位とした田植機とコンパインの共同利用組織だが，
さらに無人ヘリコプターによる町単位の広域的な
防除組織にも参加し，そのN支部を構成する組
織である。また， N組合は，後述のように(表
8および図5を参照)，機械種類ごとに参加人数
がかなり異なっている複雑で多様な重層的組織で
ある点に特徴がある。この点では私が本研究セン
ター研究報告「海と台地」シリーズでこれまで取
り上げてきた生産組織の中では，たしかに N組
合が最も形態的に複雑な構造をしていると見られ
るが，しかし，本号前稿の伊万里市B集落でも
見たように，組織の複雑性は中山間地域の地形の
複雑性に規定されたものであり，中山簡地域の多
くの生産組織に当てはまるものであり， N組合
に特有のものではないと見るべきである。
さて叙述が前後したが， N集落は，農家数32
，水田30ha，畑は 3ha，樹園地は 1ha未満。
N組合参加農家数は機種ごとに異なっており，
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表6 N組合の機械利用状況 (2000年)
機事長種類 利用方式
歩行現4条泊槌機 持ちl回り
乗用:llil4条凶槌機 持ち凹り
2条コンパイン(袋詰め式) 持ち回り
2条コンパイン(袋詰め式) 十三子ち回り-オペ
2条コンパイン(グレンタンク付) 持ち回り
防i徐用 J!l~人ヘリコプター オベレーター
資料 :N組合総会資料。
表8および菌 5のように，田植機では，歩行型4
，乗用型4戸だが両者で実質計6戸，コンパイ
ンは，従来型の袋詰め型16戸，グレンタンク付17
だが両者で実質計21戸，ヘリコプター防除N
支部への参加農家は17戸，となっており，共岡田
植機利用農家数は少ないが，共同コンパイン利用
農家数は集落総農家数の 7割弱，ヘリコプター利
用農家数は問 5割弱に相当する。
また，これらの機械種類ごとの利用状況と利用
料金を示したのが表6である。
さて，ここで重要な点は， N組合では，狭小・
不整形ないしアクセス道不備のため乗用型田植機
の使用が臨難な悪条件の棚田での田植え作業のた
めに歩行型田植機が，またそれと重なる形でアク
セス道不備ないし狭小・不整形のためにグレンタ
ンク付コンパインが使用不能な悪条件棚田での稲
刈り作業のために従来型の袋詰め方式のコンパイ
ンが導入されていることである。すなわち，前節
のD組合と同様，比較的良好な櫛田 (D組合の
場合は平坦水田)での作業用には中型機械体系
セット(乗用型田植機 グレンタンク付コンパイ
ン)が，他方劣悪条件の棚田での作業用には小型
機械体系セット(歩行型悶植機袋詰め方式コン
パイン)が，というように，中型機械と小型機械
の2セット体系が装備・利用されていることであ
る。
(5) N組合の機能・役割
N組合の接の呂的は 田植機とコンパイン
への投資の軽減にあった。表8に見るように，間
植機については N組合非参加農家のほとんどが
所有しているのに対し， N組合参加農家の場合
は半数は個別所有せずに組合へ依存するように
なってきている。またコンパインも， N組合非
参加農家のほとんどが個別に所有しているのに対
利用 10a当たり利用料金
面積 本人使用 オペ委託 員外利用
2.5ha 2，000fJ:j 4，000r工j 6，0001斗
2.6 2，500 5，000 18，000 
5.2 3，000 4，000 16，000 
2.0 3，000 4，000 16，000 
3.8 3，000 6，000 18，000 
18.0 3，465 
し， N組合参加農家のほとんどは逆に個別所有
せずN組合に依存している。こうして，田植機
とコンパインへの投資の軽減が確認される(註4)。
こうして N組合員は田植機とコンパインへの
投資を軽減し，多くの農家は陶磁器関係部門など
の農外就業へシフトしつつあるが，…方では少な
いながらも専業的農業経営が形成されてきており，
決してオール兼業化が進んで、いるわけではない
に注目する必要がある。専業的経営はA，D， E 
の花経営およびC，J， Kの畜産経営である(表
7を参照)。そして，彼らはN組合の結成および
運営の地域リーダーとなるばかりでなく，末尾の
註5に記したように，棚田サミットや棚田オー
ナー制などの棚田維持運動のリーダーともなって
おり，総じて N地匿の地域農業の展開の主体と
なっているのである。
(6) N組合と中山間地域直接支払制箆との関連
N 集落では2000年度から中山間地域等直接支
払のための集落協定が締結された。締結農家数は
29戸， I可面積は32.7haである。農地は全て急傾
斜地水田である。これこそ本地区が急傾斜地に
地している証左にほかならない。図4はN地区
の集落協定水田の状況を示したものである。多く
の枚数の掛田の様子が一目瞭然である。
そして， N集落では中山間地域直接支払の一
部がN組合活動補助として支払われている。そ
れは，図5のように，たしかに N組合参加農家
と直接支払のための集落協定参加農家との開には
一定のズレが存在するが，しかし，大多数の農家
が集落協定に参加し，またその中の大半の農家が
機械利用組合，とくにコンパイン共同利用に参加
しており，さらに N組合が集落の棚田での稲作
を維持継続していくための不可欠の組織として集
落の農家から認知された結果だと考えられる。そ
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小林恒夫 31 
田植機共同
利用農家6
コン/~イン
共同利用農家
21戸
集落協定~Iô参加農家 4
集落協定参加農家31戸
g 
国5 N集落の農家の N組合と集落協定への参加・非参加の関係 (2000年)
註:記号は農家記号で表7，表8に対応。
して，実は，地区の農地が全て棚田である点や，
N集落にはこれまで概回維持にかかわる多くの
活動の歴史(註5)がある点が，前節のD地区
とのちがいとしてあり，これらが直接支払の機械
利用組合への補助の有無を規定した基本的要因と
考えられる。
4.結論
一中・小型機械体系2セット装備型稲作生産組
織の必要性一
以上から，中山開地域における生産組織も，そ
の設立の契機は，平坦地域と間諜に，水田基盤整
備事業の実施にあるため，生産組織の主要な目的
は整備水田で、の稲作の組織化口機械化=合理化に
おかれており，その限りで平坦地の生産組織と活
動内容に違いはない。しかし，中山間地域では，
もし生産組織の活動対象が整備水田に限定，ない
しは整備水田中心とされるならば，棚田等の地域
内の未整備・劣悪条件の農地の利用は放棄される
可能性が出てくるし，事実そうなってきている。
そうなるのは，生産組織の仕組み(システム)に
基本的要因があると考える。すなわち，中型機械
ないし大型機械の体系が装備され，それを整繍水
田で効率的に使用するシステムとなっていること
からくる当然の結果だからである。
しかし，棚田等の未整備・劣悪条件の農地の中
には，面積狭小・急{頃斜地立地・通作道未整備等
のため，大型機械はもちろん中型機械も入らない
ものが少なからず存在する。したがって，今宮一
般的な中・大型機械体系をセットした生産組織で
は，このような劣悪条件の農地での機械作業は不
可龍となり，そこでの耕作は放棄されていかざる
をえない{頃向にある。
そこで，このような劣悪条件の農地での耕作を
維持継続していくためには，生産組織が，このよ
うな劣悪条件の農地でも使用が可能な小型機械を
セットする必要がある。具体的には，本稿で見た
2つの事例のようにである。
ところで，実際上は， N地区のように全体的
に棚閉が支配する地区においても，中型機械が使
用できる棚田も少なくないし，むしろそのような
比較的良好な棚田が棚田全体の大半を占める場合
が多いと見られる。しかし，他方どうしても中型
機械の使用が困難で小型機械かあるいは手作業で
しか行えない棚田も少なからず存在している。そ
こで，生産組織においては，前者に対応するため
に，まず中型機械セットを装備し，これが生産組
織の中核的装備となるが 同時に後者に対応する
ためには，小型機械セットの装備も必要なのであ
る。こうして，中型機械体系セットと小型機械体
系セットの最低2セットを装備した生産組織のあ
り方が，棚田等の劣悪条件の農地の全体での農業
維持を可能とさせる生産組織の基本的なあり方と
なるのではないかと考える。
そして，このようなスタイルの生産組織が中山
間地域型の生産組織のあるべき姿なのではないか
と考える。また，このような生産組織の育成・運
営を支援する方向で中山間地域等直接支払制度も
運用されていくべきではないかと考える。
? ?? ?
?
1 )栂IE自殺術者ドー 業については農村計閥研究連総会 (1999)，棚
田オーナーiljJについては段野貴子(1999)，および宮崎猛
(2000)を参照。
2 )矢口芳生 (1998)および平野秀樹 (2001)を参照。
3 )小林恒夫 (2001)を参照。
4 )棚田地IXでは l戸の農家が歩行型悶椴機と乗用2a'!田植機
32 中山問地域における中・小型機械体系2セット装備型稲作生産組織による急傾斜地水田(棚田)稲作の維持継続システム
をl台ずつ所有する形態が少なからず見受けられる。小
林 (2000)を参照。
5) N地区は早くから棚田米オーナー制に取り組み， 1997年
に町内で開催された第3回全額抑JEBサミットの中心舞台
となり，その後全j翠棚田B遂にも選定された。また2∞l
年からソパ・大豆オーナー制も始めた(設6)。このよう
に，地区の織田保全になi秘的に取り組んできた歴史があ
り， N組合もその一環として位置づけられている。
6 )佐賀新lifJ(2001)を参照。
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